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1神秘思想とゴチック彫刻
一中世ドイツを中心として一
植　田　重　雄
＜さようたら＞と狐はいった，＜ここにわたしの秘密があります。そ
れはまったく単純なことです。たれも心でもって見なけれぱなりませ
ん。大切たことは，測こ見えるものではないのです＞。（サソテクジ
ュペリィ　星の王子より）
序
　ヨーロヅパ諸国のいたるところ，都市はいうまでもなく，僻村僻地にまで教
会がそびえている。そして，日躍日の聖日ごとに，人々がつどい，祈りをささ
げ，讃歌をうたっている。氷雪の山の脚こは，十字架が立ち，マリアが刻まれ
ている。おそらく，中世の昔から，キリスト教は，名もなき人々によって，足
跡を印したところ，つねに神の讃美がしるされたのであろう。なるほど，一方
においては・近代産業や近代生活がいとたまれており，アウトバーソを疾駆す
る自動車や，多種多様の現代の文化が都市の街路や生活に動いてはいるが，全
体とLて受けるものは，静寂である。それは，教会のうす暗い内陣にともる駿
燭の光から，大学や駅の広場はいうまでもなく，レストラソ，商店，そして，
一般の家庭にも静寂がただよっている。大学はどこを訪れ，どこに案内されて
も・喧騒と混乱などは見ることはできたかった。この静寂は荒野の静寂ではた
い，人間の生活の中に生き，人間が生んだ静寂である。静寂ぱそれ自体で存在
するものでは淀く，秩序から生れる。生活に秩序があるのは，人問の精神の秩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F　一　五序が前提となっている。むろん，都市の中心にそびえたつ大会堂の偉容だげの
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問題ではない。もし，それらだけであるならぼ，もはや遇去の形騒遺物にすぎ
ない。山間や湖畔に立っている修道院には，今も生涯を神にきさげ日々の勤め
と瞑想と祈りを行っている人々がある。ライソ中流のポソとコブレソツの中問
にマリア　ラーハ（MariaLaach）という僧院がある。そこの修道僧は＜この世
界からもっとも遠ざかることによって，われわれはこの世界にもっとも近づく
のである＞と語った。厳粛と静寂にみちた僧院の人々の精神は，現実の生活か
ら無縁であるかのように見えて，じつは，世俗の中に目に見えない繕神的力を
放射しつづけている。僧院の生活は中世にはじまる。しかも，現代にもなお生
きつづいてい孔ヨーロッパ人の現代の生活を支えているものは，静寂と秩序
であり，その源泉はキリスト教であ乱別の表現をすれぱ，ヨーロヅパは，中
世，近世現代と歴史の変遷をとげながらも，なお，一貫してこれに統一を与え，
秩序づけているものは，キリスト教であり，その思想と倫理であ乱むろん，
、ヨーロヅバにもキリスト教に対立する思想や思惟方法があり，反キリスト教の
傾向もないわげではない。この傾向は，なにも近代をもってはじまったもので
はない。キリスト教はヘブライズムとヘレニズムの綜合の上に立っているから
である。もし，キリスト教に対立する思想のみを強調Lて，キリスト教を否定
するならぱ，一面の真実は見ても，全体の把握には不充分となるであろう。人
閻の本質に根ざす宗教性は，知的なものでたやすく批判され，否定しさること
は困難である。宗教を語る老は，大低の場合，信ずることのみを強調したがる。
他面，人問の宗教性は，宗教にたいしてつねに正しい認識を要求するものであ
る。ただ旨目的に信ずるということは，精神の頽廃にほかならない。
　ヨーロヅバの精神とその文化は，キリスト教が一般の生活軌範，芸術や思健
形式にいかに深く湊透しているか，また，いかに思惟を鍛え錬ってきたか，そ
して文化の隅々にまで統一と綜合の秩序と静寂を生みだしてきたかについて，
われわれはまず認識をもたなげれぱならない。それは，中世古代の文化を生ん
だ目本人が，いきなりそれらを棄てて近代化を行い，近代だげに文化の意味を
　I54
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
認めてゆこうとする考え方が，いかに不毛と混乱と頽廃の切那主義に陥りやす
いかを，反省させるよすがともなるであろう。かつて，第一次世界大戦ののち
にシュペソグラーが「西欧の没落」（O，Speng］・・；Unte・9ang　d・s　Abend1・nd・s）
を著わして，ヨーロヅパの人々に大きな衝動を与えたことがある。それに対比
して，東洋の精神文化の優秀性を強調する人々も，日本にあらわれたことがあ
る。シュペ1■グラーの意図は，あくまで西欧文化への反省と警告であって，歴
史の事実の進行を示したものではない。思想や芸術に関する事柄は，われわれ
が観念で捉えるように，簡単に解決できるものではない。ヨーロヅパは，現在
多くの間題をかかえてはいるカミ，それにもかかわらず，自己の文化にたいする
反省と綜合的建設に自信をもって力強くすすめてい孔
　　　　　　ミ　ステ　イ　ツ　ク　　　1．神秘思想の特質
　キリスト教はヨーロッパの宗教のごとく一般に考えられているが，もともと
ヨーロヅパで誕生したものではなく，地中海を距てているイスラエルである。
東アジアから見ればヨーロヅバにもっとも近い文化圏であるけれど本来アジア
の宗教であった。少くとも歴史帥こいえぼ，アジアの一角パレスチナの，イス
ラエルに発生し，コスモポリタソ的たヘレニズム文化をとおってローマ帝国の
各地に伝道され，やがて，ローマの北部辺境地帯であったヨーロッパにはいっ
ていったのである。神話にのみ痕跡をのこしているゲルマソ諸民族の宗教は，
いわゆる，原始宗教のそれであ糺キリスト教は，異った文化形態に伝えられ
ていったとき，いく度か変様をとげたが，ヨーロヅバにはいっていったのちは
さらに大きた変様をとげた。現在，キリスト教はその発生地よりも，移植され
た他の諸民族の文化に深く根を下ろLていることは，仏教がイ1■ドよりも他の
諸文化において栄えていることとはなぱだ類似した現象である。このように民
族性をはなれて，他の文化に影響を与える宗教を普遍宗教とか，世界宗教とよ
ぶ。（むろん，これは宗教学一般での類別名であ孔厳密た意味での世界宗教
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が成り立つためには，さらに大きな宗教の飛躍が必要であろう）。
　キリスト教はドイツヘはいってどのように受容されたか，受容したゲルマソ
人が，どのように表現したか，これが本稿の主題であり，その発展の重要な形
　　　　　　　ミステイツク態とLての中世神秘思想の諾様相を検討することにあ私
2．
　原始キリスト教の性格は，予言老宗教であり，ヨーロヅパキリスト教も，こ
の根本的性格を受けついでいる。予言者宗教とは，聖なる存在老を行為の意志
として人格的に把握するという点に特質をもつ。この場合，キリスト教権の確
立とともに，人問はこの教権の権威と信条にひたすら帰依することが要求され，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ステ　イ　カ　ー＜信仰と服従＞によって，救いカミ約束されるのである。しかるに，抽秘思想家
は，神と人間の関係を自己の神体験に求め，神の認識と照出と悦惚の中に，両
者の内面的な結合を求める。この場合，神性であり，人格的神でないこともあ
る。人問の精神は神性へと上昇L，いわゆる人間的な意識を止揚して・肉体的
機能をもちながらも神性の中で静寂となり，魂の安らぎを得私つまり・権威
　　　　　ドグ守的な教会の教義にたいし，ミスティカーたちは，あくまでも，自己の心によっ
て，神を体験しようとする態度をもっている。彼らにとっては，福音書の多く
の出来事は，遠い過去の歴史的事柄ではたく，自己の問題であり，自己自身の
内面において確められなけれぱならたい課題であった。もしミスティカーたち
のこのようた精神的努力がなかったならぽ，三1－1コッパにはいってきたキリス
ト教も茗たんたるもの珍らしいエキゾティヅクな文化としてしか，のこらなか
ったであろう。彼らの求める宗教的情熱によってヨーロヅパキリスト教は，ヨ
ーロヅパ人のものとなり得た。それゆえ，精神史の観点でみるたらぼ，ミステ
ィカーたちの精神的苦闘から，ヨーロッパのキリスト教がはじまったといって
よい。むろん，われわれに何の言葉ものこさなかった荒野の苦行者や殉教著な
どの＜行為＞によって示された無言の言葉をも含めて。
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　ミスティカーがどのような，心証を表わしたか，まず比較的新しい時代の人
テルステーゲソ（Gerha・d　Te・st・・g・n，1697－1769）の詩から考察しよう。
あなたの天の光の美しきもの，
わたしはあなたの小さき星，
ここにかしこにとまたたく，
今こそわたしはあなたの御心に爆りゆきましょう。
主よ，ただあなたのみが語り下さるように，
深い静げさの中で，
暗きにあるわたしのもとに。
　これは＜夜醒めゐる者の帰依＞（And・・ht　bei　N査chtIichen　Wachen）の詩の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピニテイスムー節である。＝1］テルステーゲソば低部ライソラソドに生きた敬産派の一介の絹
織職人であったが，彼の口からついて出る歌に人々は耳を頓け，真実の敬崖な
声として受け取った。この詩句からは，テルステーゲソが全身をもって，静寂
と瞑想にひたりながら，神的なるものに向っている態度がうかがわれる。＜神
に帰る＞とは，神の意志を自已の中に宿そうとする意味である。
なんじ，最高に充ち足れる存在者，
わが魂の友，わが唯一つのやすらぎよ，
なんじはかくも身近かにいまL給えば，
わがうちにやすらぎを知る，
なんじそこにいませぼ，われ帰りゆかむ，
淀んじはわが心と結ばれてあり。
暗き聖所にありて，
王57
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われは祈り沈黙す，
おi，畏敬にみてる沈黙よ，
最高の語り主はわれに語らず，
されど，愛により，謙遜によりて，
こ上に沈黙の中に語り給う。
　この詩の一節は，神を＜最高に充ち足れる存在者＞，＜魂の友＞＜やすら
ぎ＞と呼び，Lかも，彼は神との対話の深い沈黙の中に生きる。プヅクス・ピ
カートはいう「沈黙の中にあって，はじめて人問は神の神秘に出会う。一こ
の沈黙から生れる言葉は，まだなにごとも語ったことのない最初の言葉のごと
　　ク1リ呂ソド，ツヒくに根源的である。それゆえ，この言葉は，神の神秘を語る能力があるの
だ。神の神秘がいつも一つの沈黙の層をひろげていることは，神の愛のあらわ
れに他ならぬ。それによって，神の神秘に近づくとき，人間は自らもまた沈黙
の層をあらかじめ備えねぱならぬことを知らされるからである。人問の内部に
も，外的周囲にも・喧躁しかない今目・神秘に近づくことはむつかしい」（Ml
Picard；Die　We1t　des　Shweig㎝s）ピカートの語るごとく，現代文明は沈黙を
喪失し，喧曝と空しい饒舌しか存在したい。テレピや交通の騒音ばかりではな
く，杜会秩序の中の礼銭の欠除にもある。静寂の世界は中世だけのものでは友
い。目本の場合といえど，仏教の寺院は只管打座，静寂が行住坐臥，人問の目
常生活にまで内的にも外的にも影響を与えていたのだ。ピカートはキェルケゴ
ールの言葉をひいて彼の書の結びとしている。「現代の世界の状況，いな生活
全体が病んでいる。もしわたLが医者でこの病いを癒やす方法についてたずね
られるならぱわたしは＜沈黙をつくれ＞と答えよう。事実，人問を沈黙へもた
らすこと以外にあり得ない。神の言葉は，このような有様では聴きとれるもの
ではない。もし神の言葉が，喧曝の中でも聞えるようにと，ことさら喧躁の手
段を用いて叫ぶたら，それはもはや神の言葉ではたい。それゆえ，まず，沈黙
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をつくれ！」（S．a．・120）実存哲学老キェルケゴールは，鋭くしかも深く現代
の文明の病根にメスを加えている。彼が神の前に立つ単独者（das　Ein・eIne）
とは，このような祈りと瞑想と沈黙の行為を示めすミスティカーの主脈を受げ
ついでの思想である。幾人かの禅に関心を抱いているドイツ人に，禅仏教の神
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　ステイ　男一秘思想について質間されたとき，＜なぜあなた方の中世の神秘思想家をもっと
考えないのか。教会で祈り瞑想している敬産な姿は，禅と異るものでない＞と
答えたことであった。もし，現代のヨーロヅパキリスト教が衰退し，倫理的な
弛緩が生じているとすれぱ，中世の精神神秘思想の本質を忘れたからであろう。
事実，祈りや瞑想の行為には，精神的統一あるいは，集中が働いており，散漫
杜自已のあり方を目覚ませる。この目覚め，統一的自覚は，自己脱却，乃至は
浄化をもたらすものである。
　テルステーゲソと同じ北ドイツに神秘思想家アソゲルスシレジウス（A㎎e－
lus　Siユesius）がいた。1624年ブレスラウに生れ，工一ルスのヴユルテソブルク
のシルヴィス大公の侍医であった。本名をヨハソシェフラーといい，アソゲル
スシレジウスの名で＜ケルビニッシャー　ヴァソデルスマソ＞＜宗教的牧
歌＞（GeistIiche　Hirten王ieder）などの作品をのこLている。シレジウスは，短い
詩句で，折々の自已の心の表白をなしとげた。｛2〕
　　1／272
神が永遠に願っていること，
それはわたしの中に神の比楡を見るごとである。
（Cherb1nischer　Wanlersmam以下同じ）
　　5／240
神はすべてを超えているので・人間は何も語り得たい。
それゆえに，沈黙によって彼を礼拝するがよい。
　　4／24
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自らの中にほまれをもてるものは，これを外に求めるなかれ。
なんじがこれを世界に求めるならぼ，
なんじはたお外にあることになる。
　　5／343
神はオルガニストであり，われらは楽器である。
神の精神が各々の楽器に吹き入り，そのしらべに強さを与える。
　シレジウスの詩句は，これらを瞥見してもわかるように，簡潔で卒直な表現
をとっており同時に・深い哲学的な省察を加えてい私とくに，最後の詩句は，
のちにふれるゴチヅク芸術の特質を解く上で，重要な手がかりを与えてくれる
ものの一つである。
神の中にあるわたしの魂は，時間と場所の外にある。
それは永遠の場と言葉に等しい。
　時問と空間によって制約をうけている有隈な人間が，いかにして，時間空聞
の外に超えることができるか。近代の認識論の出発点は‘先験的直観形式であ
る時問空問を人間は超えられないと見る。その時聞空間の範囲内で人間のなL
得る可能性を考えようとする。近代の合理主義，実証主義はこのような視点か
らはじまる。これに対し，中世の神秘思想は人閻の存在を聖なるものとの関わ
りから考えてゆこうとする。
キリストは千度もベツレヘムに生れた。
そして，あなたの中にではない。
あなたに永遠に失われたま上で。
ユ60
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原始キリスト教のイユス伝承によれば，キリストはベツレヘムの馬小屋のも
とで誕生した。それは歴史的一回性の出来事である。しかし，シレジウスにと
っても，何度でも起り得るものとして考えられている。
神の精神がその存在をあげて，あたたにふれるならば，
あなたの中に永遠の子が生れるであろう。
この言葉には，神秘思想の集約的表現が見られる。歴史的な過去の神の子誕生
という事実は，彼にとって，完全に自己の内面の間題に還元されてしまってい
孔聖なる意志と自已との関係の絶対性は時問空間を趨え，それを包むものと
して，把握されているのであ私＜神の精神がその存在をあげて＞入問に出会
うごとく，人間の精神もその存在をあげて出合おうとするとき，新らしい生の
意味が明るみに出る。このような人格的な態度においてのみ，宗教の活動の場
が展開する。
薔薇は放ぜという理由たLに咲いている。
咲いているがゆえに，咲いているo
薔薇は自らの咲いていることを気にとめない。
たれかが見ているかどうかも問題にLない。
ここにあたたが外面的な眼で見ている蓄薇ぱ，
永遠に神の中に咲いている。
隣人に神とキリストだげを見るひとは，
神性から咲きでる光を見る人である。（s，a・．I；218）
この薔薇の詩句は，神秘思想の領域をはなれて著名である。マルティソ　ハイ
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デッガーがこれによって，自己の独自な存在論を述べてい私しかし，われわ
れはこれらの詩句そのものをなん度も味わい，その意味に参ずべきである。近
代，現代で見る蕃薇は，現実の存在自体の解釈にすぎないが，シレジウスにと
っては，一輪の薔薇の中に，永遠の反照を見出しているのであ私　このこと
は，中世神秘思想と芸術の生れる源泉への道を暗示している。
3．
　一般に神秘思想というと，現代において現実ぱなれした空想的な摩詞不思議
なものの待望のごとく考えられやすい。事実は正対でこれは，真の実在性を把
握し現存の意味を実現しようとする精神運動であった。そこには，存在の関
係の探求がある。存在の根源的関係，さらに，＜われ＞という主体と他老の主
体との関係である。この関係は，一定の論理性によっても理解されるが，むし
　＾テイソシ旦ろ清熱的な人格性から成り立ってい飢フィヒテが，＜個別者の意識はなんじ
と呼ぶ他の存在老に必然的に導き出され，ただこのような制約のもとでのみ可
能となる＞と語っていることは，近代的思想におげる他老の認識である。ルー
トヴィッヒ　フォイエルバヅハも，＜われにたいする世界の意識はなんじの意
識によって媒介され＞，＜自已に関わる人問は人間（普通の意味で）であるが，
一われとなんじの統一は神である＞ことを究明し，彼の哲学の出発点の基礎
づけをおこなった。
　祈りは何者かへの祈りであり，沈黙はただ語ることを停止した状態ではな
く，何老かへの沈黙である。人間の主体的自己一客体化され得ぬ一が，呼
びかけ，語りかげる行為は，つねに二人称の当体なんじである。この＜なん
じ＞は，人間であることもあり，生物や自然であることも，そして一切の存在
老を包む＜聖たる存在者＞でもある。人間の行為や活動は，この他の存在者，
すなわち，他老に向かっている。愛をそそく・とか，ヒューマソリレーショソと
よぶものは，冷い機械的組織でばなく，生命を頒ち合い，運命を開く関係に生
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きることにあ孔神秘思想は，なにか他の人々に秘密にLているものがあるわ
けでも，ひとりよがりの特殊な意識でもなく，本質的に表現至難な他者との相
互関係を純粋化すことにある。
　マルティソ　ブーバーはこの関係の領域を三つにわけて，永遠の＜なんじ＞
とよぶ存在老への道をきりひらく。帽〕r第一は自然と交わる生活。そこでは関係
は暗がりの中で羽ばたき，言語は通じない。生物たちは，われわれに向って動
いているが，われわれのもとに来ることはできないし，彼らに向ってわれわれ
がいう＜なんじ。＞は，言語の入口で立ち止？てしまう。第二は人間と人間の交
わる生活。そこでは関係は明白であり，言語の形体をとる。われわれはなんじ
を与えたり受けとったりすることができる。第三は精神的存在と交わる生活。
ここでは関係は雲におおわれてはいるが，おのずから明らかになってゆく。言
語はないけれど，言語を生み出す。われわれは＜なんじ＞を知覚しないけれど，
呼びかけられるのを感じ，形づくり，思惟し，行為しながら，これに答える。
すなわち，われわれの口をもってLては，＜なんじ＞ということはできなくと
も，＜われわれ＞の全存在をもって，根源を語るのであるパ…・・われわれは・
それぞれの三つの領域において，現存Lたがら生成する存在者をとおして，永
遠の＜なんじ＞の裳裾をかいま見，永遠の＜なんじ＞のいぶきを感じ取り，そ
れぞれの＜なんじ＞の中で，永遠の＜なんじ＞に語りかけるのである」（Ich
und　Du，s．10）
　新しい哲学の展望をひらいたブーバーの中には，本質的な意味でヨーロッパ
のヘブライズムの伝統的精神が生きている。たとえ，彼が中世神秘思想を批判
したとしても，それはあくまでもヘブライズムの立場から逆に生かそうとして
いるためである。アウグスティーヌスが，＜わたしが知らうとしているものは
神とわたしの魂である。それ以上の何であろうか・いや・まさにこのものにほ
か次らない＞と述べている有名な言葉は，現代のブーバーの＜対語の哲学＞に
までつづいているといえよう。
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4．　エソクノ・ルトのミスティック
　中世固有のミスティヅクヘの道をひらいた一人はクラルボーのベルソハルト
（B．mhaエd　v㎝αaiwaux，1090－1153）である。彼によれぱ，人問がキリスト
に関与することは，すなわち苦難へ関与することであった。それゆえ，神的な
ものの地上の現われであるキリストと倫理的生活の上においても，完全に一致
すること，この一致のあり方によって，自己の人格性を高めることにあった。
さらに写フーゴー　フォソ　ビクトール（Hu90YOnSt．Viktor）は，スコラ哲
学の体系と用語を用いて，来るべきミスティックのあり方の三つのエレメソト
をCogitatio，Meditatio，Contemp1atioとし，信仰には，CognitoとAffectus
すなわち，認識と意志の方向性の二つのモメソトがあることを明かにした。神
への帰依（方向づけ）は，最高のものではあるが，しかもそれは＜認識＞を前
提とするものである。
　神学者たちが，ミスティヅクの体験の体系化に努力している反面，尼僧院の
修道女の中から，直接ミスティックの生活にはいり，それに生涯をかけた人々
がいるビソゲソのヒルデガルド（mldegardマ0nBingen）　とか，ハッケボルソ
のゲルトルード（Gertrud　von　Hackebom），メヒティルド　フォソ　マグデブ
ルグ（Mechtild　v㎝Magdebu・g）などである。メヒティルドには＜神性のあふれ
る光＞（Das　F1ieBend・Licht　der　Gottheit）の作品があり，これは深い祈りと瞑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミンネ想から生れた熱烈な神との対話である。当時の愛の形式をかりて，詩的な表
現をとっている。｛4，
神はいかに人間の魂を讃え給うか
　愛にみてる御層が語り給うとき，わが魂はその気高き御言葉に傷つく。卑
しきわれはつぎのごとく語り給うをきく。
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　＜なんじ（人間の魂）は，わが一瞳れ，愛の想い。なんじはわが胸に甘美の静
　けさを与う。なんじはわが雇へのはげしき口づけ，なんじは喜びを見出すも
　の，われを喜ばしむるものなり，われはたんじの中に，なんじばわれの中に
　あり。われら互いに近づくを得じ，されどわれらは，一つなる考の中に注ぎ
　いだされ，一つのもののかたちとならむ・かくなることを，永遠にわれ願う
　なり＞。
　神の＜たんじ＞の中に，人問の＜われ＞が生きること，これがミスティヅク
の普遍的な願いであった。このことは，人間の問の愛として，人間と神の関わ
りとしても存在するものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…ステイツク　マイスター　エックハルト（Meist・・Eckh・・dt）はドイツ神秘思想の＜眼＞と
よばれている。それは彼の思索力の深さ，宗教体験の透徹性によってである。
彼のミスティヅクは，忘我的悦惚や，スコラ哲学の体系的な規定の限界内で思
索されたものではたく，彼の最大の課題は，聖書や教会の教義の言葉の意味や
理解を踏みこえて窮局の神秘，その根源を解明することにあった。
　彼のミスティヅクの出発点は，＜神の子＞となる体験を，いかに魂の深みに
おいて人問が成しとげるかということにある。その中心的核心は，魂の深みに
おいて創造してやまぬ＜世界根源＞（W・1tg・und）と契約をなすことにあった。
しかし，この体験の内容と過程をめぐって，表現不可能なものをいかに表現す
るかという困難がつきまとう。ただエックハルトにとって，人問の主体は非人
格的な存在に解消してしまうミスティックではなく，あくまで＜人問が完全な
人筒になる＞ミスティックであった。神性の根源にたえず深童ろうとするゴチ
ックの精神であるo
　＜それゆえ，人間の精神はつぎのように働きかける。精神はこの地上の光で
も満足したい。大空や天を貫いて，この世界を存在せしめている繕神に至らね
ぱ止またい。だがそれだけでも満足しない，天の精神が働いている根源にまで
至らなけれぼならぬ。かかる精神は，数的なものではない。数はただ時間の中
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における欠除にすぎたい。精神とは，永遠の中に存在する以外のなにものでも
ない。精神はすべての数や量を打破して前進Lなければならぬ。それは神によ
って打ち破られる。げれども，神がわたしを打ち破るように，わたしもまた神
を打ち破る。神は純粋な一老（・in／aute正Ein）であるがゆえに，この精神を荒
野と永遠性に導く。この精神はなぜという理由をもたぬ。この精神は永遠性と
自由性の中にある＞（Meiste・Eckha・t．hrsg－von　Pf．iffe。．s．g1）
　人間と神の相互的な関与を，＜打破＞（Du・chb・u・h）の精神行為で彼は表わ
している。人問の存在は，外側の諸条件できめられるのでなく，まったく内面
的な事柄で決定される。＜人聞が完全な人間にたること＞は・受肉（InC・mati0）
であり，魂のもっとも内面的た力の中で神が誕生することである。
　＜わたしは，すでにいく度もつぎのようなことをいった。魂の中にはある力
があるということ，時聞にも肉体にも傷われず，精神から湧き出・精神の中に
とどまり，完全に精神的たものがあるということを。この魂の力の中で・神は
自己自身と全く同じように，一切のものと喜び，一切のものと栄光をかがやか
せようとしているのである。このことは，ひじょうに深い心の喜びであるため
に，たれも言葉でいい表わすことができたい。なぜならぱ，この魂のカの中
で，父は彼の永遠の子をたえず創む。この力は父の子をともに創み，自己を同
じわが子とさせ，父の神的力と一つならLめるからである。もし全王国や地
上の一切の富をもっているひとが，これを神のために全く捨て去り，この世に
おけるもっとも貧しい老となり，神が与えるもっとも苦しい苦悩を味わい，こ
れを死に至るまで耐えしのぶならぱ，神がこの人聞に《ただ一度，一瞬，魂の
中に神の力のあることを見せ給うならぼ，彼のよろこびは大いなるものとな
り，苦悩や貧しさは消え失せる。・一神が永遠の現在にあるごとく，人間はこ
の力の中にあるからである。㈲＞
　人問の生命の核心の申で，神的な＜閃めき＞（F㎜ke）がたえず閃めき，人
間はそこにあって真の人問とたる。神が自已の内部でたえず活動して，神の子
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を誕生せしめるように，神と一つに生きる人間も，この神性の中で創造に参与
するようにたる。これは閉鎖的な一現象ではなく，永遠の現象である。このよ
うな人問の実存の深みは，ただ永遠の持続的た神のはたらきによってのみ明ら
かにされるo
　＜神の子の誕生＞は，聖書に起ったベツレヘムの出来事だけではなく・神と
人間の問の永遠の間題であり，さきにあげたアソゲルスシレジウスの詩句でも
ふれているように，神が全精神をあげて人閻の精神にふれるとき，同時に人間
が全糖神をあげて神に向うとき，＜永遠の子＞が誕生する神秘である。人間が
＜神の子＞となるための根本条件は，放念（GeIassenhe三t）である。そして，
神性の根源への合一の道は，＜われらがあわれみ深くなるに応じて，これらの
ものをわれらに与え給うた天の父に等しくたる。多くの悩み，弱さ，貧しさに
応じて，われらは神の子と等しくなるのであ飢＞貧老，病者への奉仕，単純
さへ還えること，つつましさ，柔和であること，これらの倫理的行為の成就が，
神への道とたるのである。
　シレジウスやエックハルトは，このように，人間の行為の働き，行為へ向う
精神の志向性を強調する。彼らが永遠の＜神の子＞を世界根源の中に見出そう
とするとき，他から教えられたものや教義的な信条からはなれて，自已の主体
において神性の体験を求めたのであ飢中世ミスティックは，キリスト教の真
理を，いかにして自己の体験とたすかという苦闘史である。ニヅクハルトは晩
年彼の聖書解釈が教義よりはなれすぎていると異端視され，ついに宗教裁判と
なり，彼の残後，その著作は焼却の命をうけた・これは思想家の悲劇である。
しかし，彼のなしとげたミスティヅクの思索の深さは，後の思想の発展のため
に大きた役割をはたした。現在でもすべての意味でヨーロヅパ人の精神的た支
柱となっている。これらのミスティカーたちが一つの道をきり拓いたとき，そ
れはけっしてそれ自身にとどまらなかった。一般の人々への思想自勺感化，とく
に芸術思想として，芸術創作にたずさわる人々への精神的影響は少なからざる
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ものがあったとおもわれる。
祈りと瞑想
　祈りは人間と聖なる存在者との対話である。字宙の主なる存在者ともっとも
身近かな結合をなし，絶対者にたいして，心を動かされた人問が＜なんじ＞と
呼びかけることである。たとえ，古い祈りの表現形式であっても，それが自己
の心の表自にふさわしけれぱ，たえず用いられてきた。いかなる宗教形態とい
えども，祈りと瞑想をもたぬものは存在しなかった。人類はつねに多様な祈り
の形態を通じて，永遠の存在老に祈りつづけてきた。
　ラビピソハスは，つぎのような言葉をのこしている。＜人間の祈る祈り
は，それ自体神的なものである。祈りが神と異るものだと思いちがいしている
ひとは，王が自已の願いをみたLてくれると考える請願者のごときひとである。
だが，祈りそのものが神的なものであることを知っているひとは，父の財宝を
そのままうけつぐ王の子どもにひとLい。＞
　永遠の存在者は無数の名で呼ぱれ，無限の形態をとおして，われわれが関係
にはいる。いずれの名，いずれの形で呼び求めようとも，あの永遠の存在老を
見るためなのである。アウグスティーヌスは，＜主よ，なんじがわれにねがっ
ているすべてをわれになしとげる力を与えたまえ。なんじが望むことをわれに
願わせたまえ！＞と祈っている。われわれの中に神がこたえ，われわれの中か
ら間いかげが生れることは，そのまま，われわれの光とたり力とた飢
また神の申に自己を知り，自己が神の中にあることを知るひとは，さきにあげ
たアソゲルス　シレジウスのごとく歌うであろう。
おまえがどこへ行くかを心に想いみよ，
天国はおまえの中にあるのだ！
おまえが神を他に求めるならば，
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いつまでも，見出すことはない！
　祈りは，多くの苦難の中にあっても，喜んでそれに耐え，自已のおかれた状
況をあえて肯定し希望の力となることがある。30年戦争の渦中に生きなが
ら，バウル　ゲルハルトはつぎのように祈る。
なんじ，あわれ在る魂よ，希望をいだき，ひるむなかれ！
大いなるめぐみをもって神はなんじを暗き洞窟より去らしめたまわむ，
苦しみ悲しみにおちいるとも，ただ時を待て，
かならず，たんじは美しき時代の太陽を見る日あらん！
　イエスの再来とよぱれるアツシシの聖フラソチェスコの＜愛＞と＜奉仕＞
＜謙遜＞と＜ゆるし＞の祈りは，キリスト教精神のもっとも崇高な光峰といえ
よう。
　　　　　　　　　　　　葦つわ主よ，われをなんじの平和の器とならせたまえ，
憎Lみのあるところに，愛を，
苦しみのあるところに，浄るしを，
争いのあるところに，結合を，
誤りのあるところに，真実を，
疑いのあるところに，信仰を，
悲しみのあるところに，よろこびを，
主よ，われに為させたまえ，
慰めらるるよりも，われまず慰め，
理解さるるよりも，われまず理解し，
I69
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愛さるるよりも，われまず愛さむ。
なんとなれば，与うるものは，受け，
自らを忘るるものは，見出し，
許すものは，許され，
死するものは，永遠の生命に目覚むれぱなり。
　このような祈りは，人間の内面における神との対話であり，もはやなにかを
請願することではなく，窮局の完成と聖化への対話であ乱
　近代イソドの父とよぽれるマハト々　ガソジーはイソド独立運動の日々いつ
もつぎのように祈ったという。
わたLは真理のもとにとどまろう。
わたしはいかなる不正にも屈しない。
わたしは恐怖から自由でありたい，
わたしはいかなる権力にも目を向けないであろう，
わたLはなんびとにたいしても善意をもとう。
　ゼーレソ　キェルケゴールはつぎのようにいっている。＜祈りが一層深くな
れぼなるほど，一層語ることは少くなり，ついには，全く静寂とた札彼は静
かになり，おそらくは語ることとたお大きな矛盾があるかもLれないが一，
彼はやがて闘き手とな孔彼ははじめ祈りは語ることであるとおもった・しか
L，今や祈りはたんなる沈黙ではなく，聞き入ることであると知飢そして，
祈りは自ら語るのを聞くことではなく，静かにして，神をきくまで，待つこと
なのだということを知るに至る＞o
　これらのキヱルケゴールの言葉は，祈りから，さらにすすんで瞑想の状態へ
の推移を語る。むろん祈りと瞑想は異るものではなく，量的質的な変容であ
　1？O
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19
る。祈りがふつう積極的な，しかも，ごく一般的たいとなみであり，神への自
己省察，請願，感謝，短かい祈りであるのに反し，瞑想は神のもとにとどまり，
あるいは，神の中にあってしぼらく神に没頭すること，神における祝福，神の
申にあって静寂になること，神の観照である。
　瞑想の道は，言葉をもはや必要とせず，静かに心を没頭させる。それは人間
と神がそれぞれ道半ばで行き逢う状態であるといえよう・瞑想にはいるために
は，まず目常のさまざ童の不安や雑念からはなれるべく，祈りをもって準備と
する。
　沈潜して，小さな日常的なわれから解放され，広大た宇宙，ネ申のふところに
流れ入るべく，呼吸をととのえ，身体の活動をしずかならLめ，内外ともに清
らかな状態を保ち，食事を摂す乱思惟，ファソタジー，欲望からはなれ，規
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…ステイ　弗　一範に向かって一点に精神を集中し，生々と瞑想する。これは神秘思想家たちの
精神生活の二大源泉である。
彫刻芸術とミスティック
　ヨーロッパ中世の彫刻芸術は，いうまでもなく，キリスト教芸術である。ゲ
ルマソ民族の原始宗教の遺物は，今日，キリスト教によってほとんど壊滅，あ
るいは吸収されてその痕跡を求めることはできない。ごくわずかに，考古学的
発掘によって，ゲルマソの神像とおもわれるものが見出される。彼らがローマ
の文化に接触するとほとんど同時に，キリスト教が侵入した。ために，ゴチヅ
クの彫刻は古くに潮れぼさかのぼるほど，きわめて原始的稚拙な形態を示して
いる。それが，かえって今日もてはやされるアフリカやミクロネシアなどの原
始芸術などと同じように，力強さや生命感を与えることがあり，その魅力が芸
術的た問題とたる頓向もあった。ドイツのゴチヅク彫刻は，たんといってもそ
の範をはじめイタリア，フラソスなどの南ヨーロヅパに求め，彫法の技術もそ
こから習得Lたものである。ただ長い歴史の中で，序々に精神の自覚とその独
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　自の表現表出がなされるようになった。こういったことは，キリスト教芸術
ばかりでなく，値の諾民族の文化の受容のあり方にも見られる共通現象であ
る。砂漢地崇におこったキリスト教が，北ヨーロヅパに到達したとき，いかに
その表現形態が変容していったか一驚するほどである。
　中世のある時期，確定的にはいえないけれど，ミスティックの精神運動がお
こるとともに，相前後して，彫刻も変化していった。つまり，本稿で間題にす
ることは，ミスティヅクの精神運動が中世の芸術表現にいかなる影響力を与え
たか，またいかに彫刻がミスティヅクの精神を表現したか，両老の内的な相互
関係を明らかにすることである。
　思想と芸術は，現代におげるほど専門化され，綱分化されていない。その点
からみれば，中世の人問の方がはるかに全人間的なものの感じ方や生き方をし
ていたといえる。中世の生んだ特質は，ミスティヅクとゴチヅク，そしてミソ
ネと騎士道である。
　人間の精神が何の媒介もなしに，最高の存在者と結合しようとするミスティ
ヅクの試みは，当然内面の道をとおって，魂の可能性の発見とたる。むろん，
キリスト教内部のことがらではあるが，キリスト教権の教義からは次れ，自己
自身の宗教的行為によって，自由に神を祈り，瞑想し，神秘的結合（miO　myStiCa）
には亡・るようになった。ゾイゼが，＜あなたはわたしの悩んだ神性によって，
突破（Du・chbrch）を行わねぼならぬ。あなたは真実にわたしの単純な神性の
もとにきたるべきである＞と語っているこの言葉は，日常的生活をつきぬげ
て，悩むの神性たる，イエス　キリストとともに生きるべき神秘をいう。この
ようなミスティカーの態度は，彫刻家においても同一の精神の方向性に向って
いたと考えられ糺キリスト像を刻む彫刻家は，作品が精神の中にまず生みだ
されることが第一の間題であり，自已と神との関わりは・ミスティカーと同じ
ように，自由に語り自由に交り心が神とともにある喜びを見出そうとすること
から出発する。
　172
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21
ゴチヅクの初期から圧倒的に多いのは，いうまでもなく，十字架像（Crucifx・s
1〕・I・・0sus）である。これはキリスト教徒が，崇高なものとしてひとLく仰ぐ象
徴である。ベストの蔓延の時代いわゆるベストクロイツ像がつくられた。さら
に・イエスヘの帰依像（Andachtsb11der）が各地の修道院，尼修遣院にのこって
iいる。これはヨハネ福音書の出典にもとづくもので，最後の晩餐の夜イエスは
白分を裏切る者が使徒たちの中にいると明言する。使徒たちは顔を見合せた。
使徒の中でもっとも若く，イエスにもっとも愛されていたヨハネは，イエスの
胸にもたれていた。この場面をテーマにした像で，イエスの胸にもたれるヨハ
ネは・神の中に魂を宿らせ，神の国にいる安らぎを表わす姿として，いいかえ
るならぱ，神との親密たミスティックの中にいる理想のすがたとして，各地に
のこっているものである。（第1図参照）。この図はヴユルテソベルクの尼修道
院，ハイリッヒクロイツタールの教会にまつられていた。高さ101メートル，
木彫1330年頃の作）。愛情をこめたイエスと，愛につつまれている若きヨハネ
　　ついとの対をなしているこの像は，帰依の神秘の象徴となっている。彫刻家の技偏
も，硬直さをぬげてやさしい感情を表わせるようになったといえる。とくにヨ
ハネは，その精神的た喜びの悦惚を示Lている。
　こういう帰依像よりもはるかに，圧倒的に多い主題は，聖母マリアが幼児イ
エスを腕，あるいは膝にだいているものである。母子の愛は，もっとも身近か
に感じとられるものであるから，各時代の民衆によろこび迎えられたのはいう
までもたい。神の母としてのマリアは，彫刻や絵函に表わされているようた主
題は本来福音書には見られない。これはヨーロヅパにはいってのち，マリア崇
拝が高まるとともに・拡がった特異な宗教現象である。むろん，キリスト教以
外の原始宗教の大地母神たどの要素をも包摂しながら，人間的な感情をこの母
子の主題に与えた。鳩を手にする幼子，葡萄，祐榴，薔薇などを手にするマリ
ァ，あるいは，マリアの胸の宝石をもてあそぶイエスには，純真無垢た人間的
たよろこびがそのままあらわされている。女王のごとく，宝冠をいただき，純
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白，乃至は緋の長い裳を曳き，深青の外套をまとっているマリアも多く，やが
てローゼソクラソツ’の聖母子像が，さかんにつくられるようにたった。
　さらに，十字架のイエスをおろし，膝に抱いて嘆く聖母の図・すなわちピエ
タ（Piet・，V・・pe・bild）も彫刻家の熱心な主題の一つになっていた。その他，受
胎告知とか，マリアの昇天とかの主題など，時代を経るとともに，その数を増
していった。
　元来，マリアの主題は，受胎告知とイエスの誕生以外は，聖書のどこにも依
拠するところのない主題である。しかるに，中世の人々は，自已の宗教的情熱
と聖書の背後にある意図の洞察によって，如上の芸術的主題をみごとに典型と
して昇華せしめたのである。その他，使徒，聖老・天使・騎士の諸像について
は詳Lく語るまでもない。
　宗教的な彫刻がどのような意義をもっているか，それについて，現在でもギ
リシアやロシア正教などにのこるいくつかの実例をひき，若干の参考としてみ
よう。イコソ（Ik㎝）は，東方キリスト教会文化圏において・僧院や教会にお
げる祈りや瞑想に欠くことのできない神聖な宗教的図像である。イコソは神的
世界が現実の世界に透徹Lたもの，あるいは此岸と彼岸の世界を結びつける
＜門＞であると考えられている。いいかえれぼ，イコソはミスティヅクが生
み，ミスティヅクの観想の中で崇敬されている芸術作品である。（イコソにつ
いては，最近東京国立博物館でユーゴースラビアのイコソ展が開催された）。
　修道院の各室には幾世代にもわたってイコソが伝えられ・修道僧はここにひ
ざまずき，瞑想にふげる。家庭や修道院の守護の聖なる図像として・あらゆる
祈りや感謝，ざんげ苦難への献身の中心とたっている。僧侶たちぱかりでた
く，騎士や一般の民衆も胸に十字架やメダリヨソをかげ，旅をするときも，戦
争におもむくときにも，イコソをたずさえてゆく。イコソは大部分は僧侶の
手によって製作され，無名の作が多い。その名が知られるのは偶然の機会であ
り，イコソの作者は自己の名を書くことをあえて避げているほどである。イコ
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ソをえがく修道僧は，たえず祈り，瞑想をささげながら，身心をきよめ，平安
の心持，敬慶の態度をもって，いささかの冗談も謡いの心ももたぬよう心がけ
る。ロシア中世のストグラフとか，ギリシアのアトス山の僧院は，現在でも著
名なイコソのつくられるところである。アトス山のヘルメニア修遣院では，画
業の問，つぎのように祈りの言葉をささげるとつたえている。
すべてのものの主なる神よ，わが魂を明るくかがやかせ，
なんじに奉仕する老の手をみちびき給え，
なんじの聖母すべての聖者もともに，
なんじの御名にふさわLく，
イコソの像を完くなしとげさせ給え！
　アリムピーという修道僧は，病気にたおれたとき，天使が彼に代ってイコソ
を完成させたという伝説がある。また，ポリュエクト・ニキホロウィッチは，
自らのえがいたイコソの裏に，＜このイコソは，口で画き，手では書かなかっ
た＞と誌した。＜口で画く＞とは，この場合，祈りの中でえがいたこと，祈り
の中からイコソが生れたことを意味する。ギリシア正教では，イコソを＜神の
楽園に至る前の世界＞と呼んでいるほど，これを尊きものとしてい乱ウラジ
ミールの聖母のイコソは有名である。1155年コソスタソティノープルからウラ
ジミールに，さらに，1395年モスコーへもたらされた。＜ロシアの大地の母＞
とも呼ぱれている。ギリシア正教，ロシア正教では，彫刻よりも画像を重んじ
てい孔この世のものとも想われぬ静かた美しさをたたえた多くの聖なるイコ
ソは，熱烈な祈りと瞑想の創造の所産である。
　原始キリスト教の生れたパレスチナでは，神の芸術的表現は，ほとんど見ら
れないし，ユダヤ教，回教ではきびしく偶像崇拝を禁じていた。ところが地中
海をへだててギリシアおよび東方教会はイコソが重んぜられるようにたり，さ
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らに，イタリア，および廼ヨーロヅパにはいると，絵画のみならず，彫刻がさ
かんにつくられるようになっているのは，対照的である。偶像崇拝禁止と擬人
的表現の問題については，かって考察したことがあるので，それを参照された
いo
　ヨーロヅパキリスト教内においても，偶像崇拝禁止の一環として，マリア崇
拝は何度か停止の布告がなされている。しかし，それにもかかわらず，マリァ
崇拝は憤々とあふれる雪解げの大河のごとく，ヨーロヅパ全土をおおい，宗教
美術とLての絵画彫刻は，逆に強く積極的に彼らの精神の表白の主題となって
いった。ただ消極的に禁止せずに，積極的に宗教の芸術的表現に向ったとき，
中世の文化は研を競って開花したといえる。むろん，是認したのは，無制限で
も，無条件でもなかった。そこには，是認すべき宗教と芸術の関係，芸術の根
拠となるものへの思惟がはたらいていた。
　キリスト教の思想の中で，その発生の母胎となったユダヤ教から根本的に異
る点は，受肉（InCamatiO）の考えである。まずヨハネ福音書の章句を見てみよ
う。＜はじめに言葉ありき。言葉は神とともにありき。言葉は神なりき。この
言葉ははじめに神とともにありき。すべてのもののうち，一つとしてこれにょ
らずして存在せるものなし。この言葉に生命あり。この生命は人の光なりo光
は闇の中に輝けども，闇はこれに勝たざりきパー・すべての人を照らすまこと
の光，世に来れり，彼は世：にありき，また，世は彼によりてたりたるに，世は
彼を知らざりき。彼は己のもののところにきたりしに，民は彼を受けざりき。
されど，彼を受けし者，その御名を信ぜし人々は，彼は神の子となる力を与え
たまえり。これらの人は，血すじによらず，肉の願いによらず．人の願いによ
らず，ただ神によりて生れしなり。言葉は肉体となりて，われらのうちに宿り
給えり。われらその栄光を見たり。そは父のひとり子の栄光にして，めぐみと
まこととに満ちたり＞（1／1－14）。
　この中の＜言葉＞と＜光＞は，神の子イエスを意味する。神の言葉が肉体と
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なって，人問の中に宿るのは，イエスという具体的人格性に，神の精神が生き
ることを意味す私超越的な聖次る存在老が，人問の精神に内在する・このよ
うに，神と人問の関わりが，永遠の言葉の現存によって深く結びつくところ
に，キリスト教の新しい出発があった・神が人間であり得ることは，絶対的に
不可能であるが，しかも，神の＜子＞として，現実の人問とたったことが，キ
リスト教の根本的思惟であ札それゆえ，キリスト教においては，人間存在は
移ろいやすく，はかたい可死的存在であるとともに，神の＜子＞となり，永遠
の生命をもつ存在でもあるという二重構造をなしている。このことは，肉体が
亡んでも精神はのこるということではない。キリスト教の考えによれば，たん
なる人問の存在は，身心ともに滅する。ただ神の子への帰依のみが，人問の身
心を永遠ならしめる。福音書で表わしている＜肉＞（S・・x）は，普通いう意味
での＜肉体＞ではなく，有限な人間存在である。神の子とは，まさに＜神＞の
子とたる態度と意識に生きることである。永遠の言葉，神は＜父＞であり，こ
の父にたいして，神のく子＞となる関係こそ，イエスの生涯をつらぬく生き方
であり，この父を＜なんじ〉と呼び，父なる神の声に従う＜子＞の態度をもっ
てし㍍イエスの神の国の到来は，この父なる神と子なる人間の一体観，深い
結合のあり方にほかならぬ。
　他方，このようたイエスの生き方を，理念とするのちのキリスト老にとっ
て，イエスの存在は，永遠の神の光の現世への到来，神の世界への現存，神の
言葉の成就と見る。神が人問とたったこと，神自らが人間の存在となって悩み
をうげ，人問の罪を背負ったこと，これが＜言葉が肉体となりてわれらのうち
に宿り給う＞という意味である。
　それゆえ，この世界の歴史的現実は，無意味なもの，価値なきうつろいやす
い存在ではたくたり，一瞬々々がすべて，神の意志によって浄められ，聖化さ
九たるものと底った。人問存在が二重溝造であるように，一切の現実が二重の
意味をもつに至った。人間の生きる現実と，この現実を捉える一切の感覚性も
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すべて神の聖なる栄光の現われとなるのである・さきにあげたアソゲルスシレ
ジウスの＜ここにあなたの外面的な眼が見る薔薇は，永遠に神の中に咲いてい
る＞という言葉は，神の愛と栄光の現われとしての一輸の蓄薇である。この世
界における感覚性の肯定は，このような神との関わりによって決定される。シ
レジウスの詩をさらにここで考察してみよう。
精神にあっては，感覚はすべて一つの意味となる。
神を見るひとは，神を味わい，神を感じ，神の声をきく。〔7〕
　キリスト教一般の思惟において，感覚は否定されるものではなかった。感覚
それ自体は否定され得るものでもあり，肯定され得るものでもある。ただ，神
と関わる精神の統一によって，感覚は是認され，一切を超えている神的なる存
在老を，感覚的比楡によって表現することが許されるのであ私
　一片の石材や材木に，宗教的意味がありと考えるのは，そこにこめられたこ
れらの精神的な内容による。中世においては，近代や現代におげるような放悉
な自由は存在しなかった。まえにあげた，ナトスの山の修道院の僧侶たちが，
敬震に，祈りながらえがくイコソのようなあり方が，やはり，ヨーロヅパの中
世の工人，芸術家の一貫した態度であったろうとおもわれる。それゆえ，あえ
てミスティカーだげでなく，当時の宗教的な美術にたずさわる工人・彫刻家も
ミスティカーのたどった精神的態度を持ち，祈りと瞑想の中に，敬産な想いを
こめて，創作に励んだのである。さきにのべたマイスターエヅクハルトが，魂
の深みの中で，人間が＜神の子＞とたる体験をたそうとするとき，それは創造
の世界根源を獲得することにあった。魂の閃めき（Fmke）の中で，人間が生
き，新たな人間（神の子）が誕生する。神性へと高まり，神の中において静寂
を得，善悪を超えて安らぐとき，人問がはじめて真の人聞とたる。エヅクハノレ
トのたえず用いる＜魂の中に神が新たに誕生する＞という比職は，創造に参与
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する彫刻家にとって，このミスティヅクを作品の上で実現することにあった。
彼らは，われわれが想像しているよりも，はるかに宗教的主題にたいして，自
由な像や比楡，表象，解釈を行ってい私それは彫刻家の個性の相異，流派の
ちがいよりもいちじるしく目立つ現象である。ミスティヅクにおける神と人間
の結合は，彫刻家たちにとっても，つねに自由な創造の源泉であった。ただ借
しむらくは，中世の彫刻家の巨匠たちの言葉は近代のミケラソジェロやロダソ
のようにのこっていない。おそらく，子弟や同時代老になにごとかを語り伝
え，書き残したものもあったにはちがいないが，しかし，われわれに永遠に沈
黙のままであ孔われわれは彼らの遺したわずかの遺品から，その創作の秘密
をうかがうほかはない・彼らが敬劇こ主題に打ち込み，襲をふるったその心の
苦しみと歓喜を，作品に感じとる以外に途はない。
マリア崇拝とその彫刻作晶
　ヨー目ヅパキリスト教は，マリア教ではないかとおもわしめる液ど，聖母マ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カペルレリアの無数の彫刻絵画，マリアの讃歌が歌われ，マリアにちたむ聖堂や教会，
修道院が建立された。聖母信仰の間題は，ルター派やプロテスタソトにおいて
は，かなりぎびしく批判的である。それにもかかわらず，現実には，副次的な
ものとしてでなく，聖母信仰が強く生きており，芸術的主題として，中世から
近代，現代にまで発展しつづけてい飢
　薔薇はマリアの清らかさと優しき愛の象徴である。ローゼ：■クランツの祈り
はつぎのようである。
アヴェマリア　われらの信仰を増し給え，
アヴェマリア　われらの希望を強め給え，
アヴェマリア　われらに愛を燃やし給え，
i79
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　信仰と希望と愛の徳への祈りである。ローゼソクラソツ（ROsenkran・）は，
サソスクリットのジャバマラ（J・paM・la祈りのくさり）と同じで，中世初期
に東洋よりヨーロッパにもたらされた祈穣の道具である。五八個の宝石乃至は
真珠と小さな十字架より成る。＜よろこびにみてる＞瞑想には
お」処女マリア，聖霊によりてみごもりしもの，
お上処女マリア，エリザベツと語らいLもの，
お∫処女マリア，生み給いしもの，
お⊥処女マリア，神殿に犠性をささげしもの，
お！処女マリア，神殿に見出しもの，
　これを口昌えながら，ローゼソクランツをつまぐる。この他に＜苦しみの諦
句＞＜栄光の秘密の講句＞などがある。
　聖母崇拝が，なにゆえに中世においてさかんとなり・広まったかといえぱ・
それは教義的であるよりも，民衆的な力といえよう。聖母信仰の中には，神学
や哲学が考える以上のある止みがたい本能的衝動的た力がひそんでいた。キリ
スト教は愛の宗教といわれる，しかL，厳密には，＜愛を求める宗教＞であ
る。なるほど，福音書にもとづくならぱ・プロテスタソトが主張するように・
まずなによりも＜信仰＞であるかもしれない。しかし，一般の人々に訴え共感
をよびさまし，なによりも理解しやすく，直観的に神の愛を感じ取るのに力の
あったのは，聖母マリア崇拝の形態であった。聖母マリアは，中世の民衆が情
熱的に創造した愛の象徴である。
　共観橿音書の中でルカ福音書にもっとも聖母ヤリアの叙述が多い。処女マリ
アの受胎告知と，ベツレヘムの誕生の出来事は，イエスの生涯の序曲をなす。
天使ガブリエルの告知にたいし，つぎのような宥名な讃歌をマリアはうたう。
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わが魂は主をあがめ
わが心は救い主なる神を讃えまつる，
この卑しき女をさえ御心にかけ給えり，
今よりのち代々の人は，われをさいわいなるものといわん。
御力もてるもの，われに大いなる事をなし給えば，
その御名はきよく，
そのあわれみは代々限りなく，
主を畏こみおそるる者に及ぶ。……………（以下略1／46－50）
　このマリアの神にささげる讃歌は，キリスト死後，6，70年間にすでに初代
キリスト教団の中で歌われたものであろうとおもわれる。これに類似した讃歌
がユダヤ教にあるかどうか検討Lてみたが，見出すことができたい。おそら
く，キリスト教の新らしい宗教的情熱がこのような詩を生んだのであろう。イ
エスの十字架の処刑に，母マリアが居合せたという叙述は，ヨハネ福音書（19
／25）にあるのみで，他は漢然としてい私福音書の中で，聖母マリア以外
に，ヤコブの母マリア，マグダラのマリア，サロメマリアがいてまぎらわし
い。復活のイエスをみたのはマグダラのマリア，あるいは，ガリラヤの女たち
である。聖母マリアは福音書においては，受胎皆知の序曲に現われる以外，主
要な役を演じていない。しかし，キリスト教の発展は，聖書の背後にあるマリ
アの存在に，重要な意味を認めるようになった。イエスの悲劇の低音部に奏で
られているマリアの愛のすがたを見逃しはしなかった。神を父と呼び，神の現
存の中に生きようとしたイユスにたいL，その母として，ともによろこび，と
もに’脳み，イエスの苦Lみを苦しみとしたマリアは，まさに，女性のもち得る
すべての精神の美Lさを包括する＜永遠に女性的なるもの＞であった。このよ
うな母性は，ギリシアの宗教において，娘プロセルピーナを失ったデメーテノレ
女神の苦悩に，一部分類似性が見られる。処女マリアと母マリアは，女性の純
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潔と愛の永遠の象徴である。
　中世ミスティヅクの詩人，ハイソリヅヒ　フォソ　ロウフェソベルク（1390
－1460年）の歌った詩とよぼれる＜アヴェマリア＞は，マリアの栄光の讃美で
ある。
栄光を讃えよ，
処女にして女王なるマリアを，
美しき天上の薔薇，
人問の救い手，
天使を統べ給う御方よ，
完き僧房に，
神自らいり給い，
なんじわれに語り給えば，
いと貴き愛の火に燃ゆるべし，
一以下略，
　ニコラ　ド　クレマーニュ（Nico1・s　de　Clem・㎎es）は＜マリアの神秘的結
一合＞をつぎのように歌っている。
マリアは精神の静寂へ深く沈み，
天の領域に感動にみちてただようとき，
一切の存在は沈黙し，彼女は神的な夜を味わう，
地上の幻によって精神の静げさは乱れず，
神に魅せられ，一つとなり，
言葉たくして，内たる人問が語りかける。帽〕
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　中世の人々の情熱は，神の意志にしたがい・女性・母性の道を完全になしと
げたマリアに，かかる純粋な想いがあり得ることとして，歌ったのである。マ
リア讃美の詩歌，美術品が無数あるというよりは，マリア崇拝が生活のすみず
みまで浸透しているといった方がよい。
ゴチック彫刻作品についてデットワングの祭壇（3図）
　西ドイツ，バイエルソ地方の中部フラソケソに，中世の城壁にかこまれた古
都，ローテンブルグ（R．t・nburg）がある。第一次大戦の間，運合軍が爆撃をさ
けた由緒のある町で，この町から2キロほどのタウバー渓谷ぞいにデヅトワン
グの村落があり，現在，聖ぺ一ターバウル巡礼教会（St．Pet・r　u．Paul　Wal1－
fah廿skirche）とよばれている古い教会がある。コムブルグ（COmburg）の騎士
ライソガーの寄進によって968年，献堂されたと伝えられる。1653年・ローテソ
　　　　　　　　カペルレブルグのミカエル聖堂にあったく聖十字架祭壇＞（HL　Kreu・一A1tar）が・この
教会に，ある事情のため，移譲された。この祭壇は・中世ゴチヅク彫刻の巨匠
ティルマソ　リーメソシュナイダー（Ti㎞an　Riemenschneider）の作である。リ
ーメソシュナイダーは，（最近，ここ50年の間に少しずつ知られるようになっ
た彫刻家である）1460年ハルツ山地のオステルオーデに生れ・のち・バイエ
ルソのヴユルツブルグに居を定め，彫刻で頭角をあらわし，次第に重きをな
し，さらに，1520年には，同市の市長となり，1525年，市長を辞任したのち
も，市参事の要職にあった。153！年，残後・ヴユルツブルグのドームの墓地に
葬られた。その墓石には息予ヨルゲソによる碑銘と肖像が刻まれている。この
聖十字梁祭壇がミカエル聖堂に飾られたのは1508年と記録される。おそらく，
1，2年前から着手Lたもので，垂8歳頃の作である。デヅトワ1■グの教会に移
置されたとき，教会が狭いために，祭壇の彫刻は，おそらく，いろいろ模様変
　　　　　　　　フリューザ1ルえをしたらしい。翼扉はとにかくとLて，十字架のもとに立っている二つの
群像は，十字架にあ童りに接近しすぎている。この十字架のもとに，昔は礼拝
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ソデソパウムする天使が二人立っていたが現在は失われたとい㌔材質は菩提樹である。ド
イツやフラソスの彫刻は，木彫は菩提樹が圧倒的に多く，適度たあめ色の光沢
　　　　　　　　　　　　　　　　　フリーゲルがでるため好んで用いられた。左右の翼扉の浮彫りは，イエスのゲッセマネの
祈りの図と，復活の図である。これらは，いわゆるリーメソシュナイダー派の
弟子，あるいは補助工人の手に成るものであろう。人物の頭部はいちじるしく
リーメソシュナイダーの特徴をそなえているが，襲あとにたどたどしいところ
がある。このフリューゲルについては，研究家の問にさまざまの意見があって
にわかに決定しがたい。とにかく，浮彫りはリーメンシュナイダーのきびしい
監督と指導のもとにつくられたものであろうし，とくに，この構図の構想は，
彼自身の手になったとおもわれる。
　しかしながら，この祭壇の中央内陣の十字架像と群像は，リーメ：■シュナイ
ダー自らが潭身の力をふるった彫刻である。そして初期，中期のゴチック彫刻
の一種の完成態であるといえよう。喰い入る茨を冠とする十字架上のイエスの
表情には，かがやくよう在苦悩と内面的な安らかさがただよい，他の彫刻家に
見られぬ内面の核心にふみ入っている。左側には，いわゆる悲Lむ群像が立
つ。母マリアと彼女を支える若きヨハネ，マグダラのマリア，ガリラヤの女た
ち，主の悲壮な死を悼み，悲しみの表清であおぎ見る独特の静けさと抑制のと
れた柔和な姿が，見る老に訴えてくるのである。右側の群像は，イエスを処刑
したローマの兵土やにパリサイサドカイ派の人たちであり，母マリアの群像と
対照的な人問の弱さを浮き出させている。隊長らしきターバンを巻いた人物，
ロソギヌス（L㎝gims）は，ふところ手をしたがら，なにかもの想いに沈み，
悔痕の情につつまれている。この上に，十字架のイニスがしずかにそびえ立っ
ている。全体は緊密に統一がとれ，前にたたずむ老に，厳粛た想いをさそう。
＜神はそのひとり子を与うるほどに，この世を愛Lたまえり。それは彼を信ず
るすべての老が，亡ぶるためならで，永遠の生命を得むためなり＞（ヨハネ3
／16）という言葉が，そのまま彫刻となったかのようである。この祭壇の前に
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立つと，この教会の入り口にはつぎのような祈りの言葉が誌Lてある。
今，主よなんじが耐え給いしことは，
すべてわれらが重荷とたれり，なんじが負い給いしことは，われら自らの負
し・目となれり，
見よ，怒りを受くべきあわれなるわれここに立てり，
お⊥，あわれみ深き方よ，なんじのめぐみのまなざしをわれに向け給え。
　第3図はシュトヅトガルト市立博物鰍こある＜悲しむ女性＞像であ孔これ
　だげが単独で存在しているが，かってはどこかの教会の祭壇にまつられてい
た一部であろう。受難のイニスを悲Lむ女性像として，これほど云い表わしが
たい苦悩を示しているものはドイツの彫刻史上他には見られない。リーメ＝■シ
ュナイダーの他の作品は，抑制のある表現が多い。おそらく，これは青年期の
作ではたいかとおもう。
ゲッセマネの使徒（4図）
　第4図は，ゲッセマネの庭で眠りこんでいる使徒ヤコブの像である。1520年
リーメソシュナイダーはヴユルツブルグにある聖ブルカルト（St－Burkard）に
ゲヅセマネの使徒群像を完成した・ブルカルトの聖堂は廃され，現在，同市の
マイソフレソキッシェ美術館に保存されている。このヤコブ像以外に，眠って
いるペテロとヨハネの像とあわせて三像になっているが，紙数の都合上，後考
を省いた。この彫刻は砂岩を用いており，像の高さは122む刎である。
　四福音書の記述をまとめてみると，イエスは最後の晩餐をおえたのち，オリ
ーブ山にのぽり，ゲッセマネで弟子を遼ざげて受難に赴くための最後の心血の
祈りをささげた。＜父よ，御心たらぱ，この杯をわれより去らせ給え・され
ど，わが想いにあらず，御心のごとく成らせ給え＞（ルカ22／42，マルコ14／
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36）。イエスは苦Lみ閥え，汗が血のしたたりのように流れたと伝える。彼が
祈りおえて弟子のところに来てみると，弟子たちは眠っていた。シモソペテロ
に＜誘惑に陥らざるよう，目をさまして祈れ，心は熱すれど，肉体弱げれぱな
り＞と語った。そして，再びイエスは＜心血の祈り＞を父なる神にささげた。
弟子たちはまだ眠っていた。三度目のとき，＜まだ眠れるか，休めるか，もは
やそれにてよし，見よ，人の子の罪人らの手に渡さるる時来れり。立て，いざ
ゆかむ〉とイニスはうながして静かに歩いていった目
　この聖書の叙述からも，また，さきにあげたデヅトワソグの翼扉の＜ゲヅセ
マネの祈り＞からも，リーメソシュナイダーは，眠れる使徒とともに，当然心
血の祈りをささげてひざまずくイエス像を彫ったとおもわれるが，皮肉なこと
に，眠る使徒の群像だげがのこって，主なるイエスは失われたままである。
　頭の禿げ上ったシ壬ソペテロは，外衣のしたに劔をかくL，もLローマの兵
士や群衆がイエスを捕えようと近づいてきたら，あくまでも主を守り，イエス
と運命をともにしようと決心しながら，石にこLかげたまま，うとうと眠って
しまう。もう一人の使徒（ヨハネと想定されるが明かでない。）は，ながなが
とねそべって眠っている。当時の中世風の服装をうつしたのかもしれぬ。ペテ
ロとヤコブは長衣をまとっている。このヤコブの像は，力のたい手で顔を支
え，口ひげにふれている。深い眠りにおち入った顔，ここには人間の弱さが悲
しいまでに露呈されている。主たるイエスにあくまでも殉じようとして．逆に
別な道を歩まねぱならなかった使徒たちの姿は，祈ろうとして，祈り得ず，深
い眠りにおち入るこの姿に，象徴されているといえよう。イエスの歩む遣はイ
エスのみの道であった。しかしこの使徒たちも，イエスの復活を体験したのち
は，真の信仰に目覚め，めざましく活躍し，殉教の道すらあえてえらぶのであ
る。善良そうなペテロやヤコブの人間的な弱さは，深い人聞性に根ざしてい
る。それゆえ，この彫刻に接するとき，人間性を問いつめられるような想いが
湧く。リーメソシュナイダーは人閻性を冷くあばき立て，非難するように表現
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せず，じっと和やかな眼ざしで深く見つめているようである。
アダム像（5図）とエバ像（6図）
　リーメンッユナイダーの生涯の居住地となったヴユルツブルグ市では，同市
にあったゲットー（Ghett0）を敢壌わした。その瞭罪のために，市はマリア
カペルレ聖堂にアダム・エバ像二対を建立すべく，若いリーメソシュナイダーに委託し
た（1491年）。この像は，マリア聖堂の南入口門にかかげられていた。この聖
堂には，さらに後年キリストとバブテスマのヨハネ，十二使徒像などが内陣の
扶柱にかざられることに恋り，その製作に彼は没頭した。アダム・エバ像は，
御聖堂の外で，風雨にさらされたため，1894年，取りはずされ，旧博物館に収
蔵された。ただ1945年，第二次世界大戦の末期，連合軍の空襲の際，かなりの
損傷を受けたといわれる。もっとも，1894年の取りはずしのときに，すでにエ
バの左腕は欠落していたようである。このときの空襲によって，ヴユルツブル
グのドームにあったリーメンの木彫の美しい聖母子像も焼失した。ドームは20
年過ぎた今日，なお戦災の跡をとどめたままである。
　現在，アダム像とエバ像は同市のマイソフレソキッシュ美術館に保存されて
いる。双方とも，砂岩を材料とし，ゴチック彫刻におげる，最初の裸体像であ
る。
　アダムとニバー人聞性，男性女性の原像一はいずれも肉づきがほっそり
しており，アダムの捲毛はゆたかに蔵こ垂れ，顔の輸廓をおおっている。肢体
に比べ顔が大きいのは，ゴチックの特徴であ私それはドームの祭壇やポルタ
ルに安置してあるため，下から仰ぎ見て，視覚上のバラソスをとるためであ
る。それと同時に，中世の彫刻（絵画）は，その焦点を顔においていたことも
事実である。憂いにみちて頸をかLげているこのアダムの青年像ぱ，もはや無
知の幸福を楽しむ楽園の住民ではなく，ものの存在の何であるかを知る人間と
して，悩みに目覚めた状態を表わしている。さまざまの危険と冒険を前にし
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て，不安を感じながらも，未来をはるかに見つめる青年の初々しい姿を表わ
す。
　エバもやはり，若き女性像の奥型としてえがかれ，広い額，ほっそりした
鼻，ひきしまった口許，おとがいのえくぼ，豊かに髪はうねりながら，肩より
腰まで垂れ・右手に＜知恵の実＞をもっている。エバは清らかにつつましく，
柔和で感じやすい女性として，その成熟した肢体にうかがわれる。アダムが物
想いにふげっているのに反し・彼女はどこか無邪気で優美なものを秘め，軽や
かに立たずんでい孔この二つの像は，楽園をあとにして，青春に目覚めた若
い男女の人問らしいの意識が全体に感じとられる。
　この彫刻には・ゴチヅクの完成を示すとともに，すでにゴチヅクを超えてい
る新しいものが予感される。リーメソシュナイダーは，この像を彫ることによ
り，新しい人問像を予告しているようである。彼がこの像を完成したときに
は，すでにコロンブスはアメリカ大陸への航路を求めて出発しており，南ヨー
ロッパでは芸術学問においてルネサ1■スが大きく動いていた。＜地獄の門＞を
前にして，前こごみにじっと沈鰍こ想いまどっているロダンの＜考える人＞
と・このリーメソのアダムエバ像を・比較するならぼ，時代の流れ，人間の歩
んできた歴史の方向がまざまざと明らかに感ぜられるであろう。
聖母マリア像（7図）
　ヴユルツブルグからローテソブルグに至るタウバー渓谷ぞい約20キロのとこ
ろに，クレークリソゲソ（Creglingen）という小さな町（人口約2000）があ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キルヘる。タウバー渓谷の一支流ヘルゴヅトの流れにそって素朴な，ヘルゴヅト教会
（Herrgottskirche）がひそっりと森にかくれている。この教会の中央には，クレ
ークリソゲソの＜マリア祭壇＞とよぼれるすぐれたリーメ1■シュナイダーのf乍
　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十ステイア品がのこっている。古い伝説によれば，1384年，村の農夫がこの場所で聖餅を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カペルレ発見し，これを奇蹟とし，聖所として巡礼が行われた。聖堂がやがて建立さ
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れ，リーメソシュナイダーは1505年から1510年にかげて，この祭壇のために制
作に没頭したらしい。ルターの改革運動とともに農民戦争が勃発し，プロテス
ソト教会とかわり，祭壇は完全に閉ざされたままであったが，1832年再び開扉
され，やがてこれが中世の最後を飾る傑作であることが知られるに至った。大
よそ300年聞開扉されずに（むろん，リーメソシュナイダーの名も歴史から
忘れ去られていた）いたために，保存が良好であったのは，長い戦乱中の不幸
中の幸いともいえる。
　このマリア祭壇は，祭壇基盤からはかって9m石台から11mの高さでそびえ
ている荘厳華麗な作品である。リーメンシュナイダーは，彫刻以外，祭壇をも
多くつくってい孔さきにあげたデヅトワソグの＜聖十字架＞祭壇のほかに，
グロスオストハイムの祭壇，ミユソナーシュタヅトの祭壇，ヴィンデスハイマ
ーのイェスと十二使徒祭壇，ローテソブルグのヤコブ教会の＜聖なる血の祭
壇＞マイトブロソの＜嘆きの群像祭壇＞などがある。クレークリソゲソの＜マ
リァ祭壇＞は，中でもとくに規模が大きく，リーメソシュナイダーのもっと
も芸術的力量の充実しきった作品である。むろん，リーメソシュナイダー派の
彫刻家，工芸家が参与Lて完成させたもので，祭壇各部のバルダヒソ（B・1d・一
chin）の典雅た装飾模様，ゴチヅク尖塔にまがう木彫工芸は，それ自体で充分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フリューゲル中世文化の美の頂点を示している。祭壇の両翼扉は各々二段づつに分かれ，左
扉の下段には，受胎告知のマリアを上段にはバプテスマのヨハネの母エリザベ
ッをマリァが訪れる図を，右扉上段には，ベツレヘムにおげるイエスの誕生，
下段にはマリァとヨセフのエルサレム神殿詣での図を浮彫りにしている。祭壇
　プレデラの台脚は，三つの部分に分れ，左は東方の賢老がマリアの膝にいるイェスを拝
する図，右は律法学老の間で幼いイェスが論じ，驚かす図，中央は二人の天使
　　　　　　　　壬ソストラ＝。ツが白布をひろげ＜顯示台＞の神秘を示す象徴的浮彫りとなっている。
　そして，祭壇内陣には，十二使徒の仰ぐ中に＜昇天のマリァ＞が，合掌しな
がら昇天する姿を彫刻している。さらにこの祭壇の上舳こは，神とイェスより
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戴冠をうける栄光のマリアの彫像が置いてある。
　いわぱ，このマリア祭壇は，マリアの生涯の出来事を一堂にまとめたものと
　　　　　　　フナルヘンいえる。祭壇は赤松を材料とし，彫刻の人物はすべて菩提樹を使用している。
本稿掲載の7図は，この祭壇内陣の昇天のマリアの部分である。
　この祭壇の構想は，イエスの十字架上の受難と復活ののち突如，神の国の門
が開かれ，聖母は五人の天便たち一Mandro1aを表わす一に導かれ，支え
られながら，いとも軽やかに天に昇り，神の母の栄光を受げるところに最大の
焦点がある。マリアを仰いで祈るもの，驚きには荘然とするもの，聖書をひら
いて，予言の成就をうなづくもの，敬産にマリアにひざまずいている若きヨハ
ネなど，十二使徒の群像はそれぞれの表情と動作によって性格を生々と表現し
ている。祭壇の各部分，全体の構想は女性らしい多様な華麗さにつつまれなが
らも，この内陣のマリアに一切が凝結し，統一ある静げさと安らかさがただよ
つている。
　リーメソシュナイダーは多くのマリア像を生涯のうちに作品にしてい弘と
くに，このクレークリソゲソのプリアを19年以前の作品である前記のマリア
カベルレ聖堂の＜エバ像＞と比較するたらば，あふれるようにゆたかな髪と卵型の顔立
ち，広いすずしげた額，高くほそい鼻，おとがいのえくぼ，巴且杏型の眼，な
ど，両者は同一の作老の像として共通の類似点をもち，若い女性の特徴を示し
ている。聖母マリァは，第二のエバとも，新らしきエバともいわれる。罪を生
むエバ（人聞性の上で）に対比して，罪より浄められたエバ（ミスティヅクの
上で）ともいわれる。処女にLて母なるマリァは，それにふさわしい清純と敬
慶た典型として，リーメソシュナイダーはエバ像以上に表現の苦心を重ねたと
おもわれる。神とその子への無限の信頼に生きぬいた女性にふさわLく，マリ
ァは何ものかの到来をすずしげに見つめ，身をS字型によじり曲げ，手を合せ
ている深い静寂と喜びの神秘の一瞬の姿を，リーメソはここに成しとげたので
ある。
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　この祭壇を安置している教会内に，午後の日射Lがぱら色にステソドグラス
をとおしてかがやき，マリアを荘厳につつむ。
　ダマスケヌスのヨハネス（JOha㎜es　Damascenus）の＜光の門＞は，つぎの
ような讃美をマリアにささげている。
すべての美を超え，神の中にかがやく処女マリアよ，
美を観ることによりて，われをきよめ給え，
われ主を讃美し，一切を超え，すべての中に主を高めることにより，マリア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帽1よ，われをかがやかせ給え一……………・一一…………・……ρ
リーメンシュナイダーの晩年について
　ゴチツク後期の巨匠リーメソシュナイダーの晩年はエヅクハルトと同じよう
に悲劇的であった。マルティソ　ルターの宗教改革は，各地に農民暴動をひき
起し，その後に，いわゆる30年戦争となる。ドイツ以外の君主諸侯は，ドイツ
の内乱に乗じて兵力干渉を行い，ドイツの人口は半分に減じたというすさまじ
い血みどろの戦いであった。ドイツの国家的統一をイギリス，フラソス，ベル
ギー，オラソダよりぱるかに遅れさせ，文化的にも遅れさせた。このことは，
現在もなおドイツの後進性の蕩手となって残っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ旦ルストピシ冒フ　1525年，バイエルソ地方にも農民暴動が勃発し，ヴユルツブルグの領主司教
（Fむrstbischof）は，市の自衛軍に，鎮圧出動を命じた。Lかし，市参事会はこ
れを拒否した。領主司教の指揮する一軍は，他地方の援助を得て農民を平定し
た。やがて市の責任老の裁判が行われた・リーメソシュナイダーは，市の参事
会の責任者の一人として判決をうけ80日入牢Lた。市が自衛軍出動に従わなか
ったのは，農民の貧窮を同情しての結果であるともいう。入牢と罰科は短期問
であったが，リーメソにとって精神的衝撃は大きかったらLく，1531年7月7
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日世を去るまでの6年間，彫刻の作品は全然のこっていない。1519年から23
年にかけて，制作したマイトブロンの＜嘆きの群像＞を最後として，彼の作品
はたに一つ伝わらたい。一説によれぼ，彼はひそかにカトリックからプロテス
タントに信仰を改めていたことが，この事件を喫機に発覚され再び彫刻ができ
ぬように，右腕を砕かれたとも伝えられる。ただ残後・ヴユルツブルグのドー
ムとノイミュソスターの問の墓地（現在，ドーム墓地）に，＜聖老キリアンの
タベ，ヴユルツブルグの市民，芸術に巧みなりし彫刻家ティルマンリーメンシ
ュナイダーここにねむる。神よ彼にめぐみをあらわし給え，アーメソ＞（d・m
got　gnedigsey，Amen）とと誌されている点から，カトリヅク教徒として終始
したともいえよ㌦さらに，司教はリーメ1■シュナイダーの彫刻を教会や祭壇
に飾ることを禁じたとも伝える。とにかく，彼の作品は，生前の声望に比L，
残後急速に忘却されてゆき，彼の真価が知られるようにたったのはヨ今世紀以
後である。以上の諸説の真偽はとにかく，彼のすぐれた造形美術が哀惜される
のあまりかかる伝承がひそかに生れたのかもLれない。いずれにしても，農民
戦争以後，あれほど創造力に満ちた彼の作品が生れなかったことは，芸術家と
して悲劇的であった。本来，芸術は悲劇であるのかもしれない。彼の晩年は表
現し得ぬ苦悩であったのか，あるいは高い澄んだ心境に至り得・敬震な想いで
世を去ったのか，われわれには謎である。
　中世ゴチックの彫刻を語る場合，とくにドイツにおいて，ニコラウス・ゲル
ハルト（NikOlaus　Ge・h・・rt），ファイトシュトース（V・it　StOB）なども考察Lな
ければならぬ。しかし，ティルマソリーメンシュナイダーほど民族の心に深く
惨透し愛されている彫刻はほかに見当らない。それは一つには，宗教性を深く
掘り下げた親近感にあるといえる。いいかえれば，素朴な農民などからはじま
って市民，騎士，貴族，聖職者に至る広い層に及ぶ中世の人々の精神を，彼が
表現しているからである。多数の人々が謡ろうとして語り得ぬ宗教感情を，如
実に彫刻で語ったという点にある。彼の作風は人問の苦悩や不安や悲哀などい
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かたる悲劇的主題であろうとも，一種の宗教的ともいえる＜抑制＞をもって，
静かに表現するように努めている。悉意な個人感清や思想を相手に押しつける
ようなことをせず，人々の魂に慰めと平安の喜びを与えるような深い抱擁力を
もっている。リーメソの作品を一言でいえぼ，＜柔和と静けさ＞ではないかと
おもう。いかなる些綱な彫像や浮彫りであっても，彼の深い墾は，無知純朴な
人々の心をもいたわるような心ずかいとなってきざまれていることは，彼の人
間的な深い温か味から生れたものであろう。
　彼自身が生きた歴史は，安定したものではなく，激動の連続であり，とくに
晩年は悲劇的であった。人問の心に内在している＜安らぎ＞への憧慢は，すべ
ての理性的なものを超えている。げわしい世界の波が押しよせている中で，真
の帰依の心，静かた心を，リーメソシュナイダーは守りつづけてくれた。この
＜静寂＞と＜柔和＞は，地上の不安や苦悩を突破する神の静寂と柔和である。
　彼のf乍品は，ゴチヅク彫刻の完成であり，同時に結論でもある。一見して，
動きのないにぶいような処理をしながらも，静かな中に，かすかな人問の心の
動き，救いへの想いを語ってやまぬ厳粛で憂愁にみちた諸像は，時代を超えて
人間の心に静かに語りかけ，慰めを与えているようにおもわれる。彼カミ彫刻の
中に宿L得た永遠なものの心は，ミスティヅクのあの敬慶な態度といささかも
変るものではたかった。
む　す　び
　彫刻だげでたく，すべての芸術は，創作する人闘の精神的態度によって，変
ってゆく。騒がしい美術評論家が論ずるようには，目新らしく変化はしないげ
れど長い年月と時代のうちに無意識に動く美への想いが，内容をまったく新た
にするものである。
　現代のわれわれには，中世のゴチックはもはや理解しがたいほど，遠く距っ
たものか，現代文化は中世の否定からはじまっていると考えたがる傾向があ
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る。しかし，広い人間性の視野に立つならぱ，げっして非達続の道ではたいこ
とは今まで見てきたごとくである。ゴチヅク芸術においては，現代のように，
作者の創意の自由に委ねられてはいない（現代も実際は無際隈の自由と個性の
発揮が存在しているわげではない。ただ理念として考えられているだけにすぎ
ぬ。）中世芸術の主題はほとんど与えられたものである。しかし，この圭題を
いかに受けとめ，自己自身の課題とするかは，それぞれの芸術家の問題であっ
た。禅の修行老が公案を与えられるように，キリスト教の修道僧も聖句を前に
Lて，瞑想し祈りをささげた。受胎告知や十字架の主題は，彫刻家にとって，
公案であり聖句であった。ただそれをいかに内面化するか，この主題と自已の
主体的問題がいつもぬきさしたらぬこととして対時した。
　さらに，ゴチヅクにおいては，人間の顔は，精神の＜現われ＞と考えられて
いた。人間の全体の形態ももとよりではあるが，とくに顔や表情は魂の気分の
本質的な表現であったといえる。それゆえ，手や指の動き，身のこなし一つで
も，精神の担い手たる存在として表現された。こういったことは，古典ギリシ
アとも決定的に異っていた。美の女神アフロディヅトは，いかに美Lくとも，
窮局には，美のイデアであり，非人格的な冷い存在であり，この理念がくずれ，、
たんなる現実の女性の官能的媚態を示す仮面にすぎなくなったとき，ギリシァ
ロープの彫刻は，地上から消え失せた。聖母マリアの彫刻は，主題的には神の
母であり，女性の典型とLて，愛の清らかた象徴であるが，しかし，世界の薔
しみ，すべての人間とともに，苦しみ悩みをともにする女性とLて一貫してい
る。それゆえ，ゴチヅク芸術におげるほど，人問らしさを感ぜしめるものはヨ
ーロヅパ；こおいて存在しない。強烈た愛（Mi㎜e）が歌われ，女性がこれほど
までに最位と美を高められ，表わされた作品は，他にはあり得なかった。
　ここでもう一度，ミスティヅクの把握の態度を考察してみよう。人間の美の
感じ方は，人問の中に宿る神的なものに，根源をもっているのである。したが
って，たんたる現象の感覚性だげに，たよって美を捉えたり，表現したりしな
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かった。シレジウスはつぎのように歌っている。
あれこれのものの中には，わたL以上の美しさは存在しない。
たぜなら，美そのものである神聖なものが，わたしの申に宿っているからで
ある。
神は，現在あるがままのわたしの人聞性に宿り給う。
わたしがなんじの前に立つがゆえに，宿り給うたのである。
　神の永遠の現存の前に立つこと，これがミスティックの普遍的かつ根本的態
度であって，ミスティカーたちはそれ以外のものを求めない。したがって，中
世のすぐれた芸術家たちが，十字架像や母子像を作品となす場合，いつも永遠
性がそこに宿り，暗示される心的態度と表現を求めた。
　永遠のものからあなたは生れ，永遠なものがあなたの中に花をさかせる。永
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ω遠なものは，あなたの火であり，誇りであり，美である。
　ミスティヅクは，一切の存在の中に，永遠なものが宿っていることを認識す
ることであり永遠を宿らせる行為をなすことにある。芸術家たちも，一つの主
題，一っの素材を前にして，表現Lがたいものを表現←，見えがたいものや，
感じがたいものを見，感取する努力は，童ったく，ミスティカーたちと同一の
地点に立っているのである。すなわち，ゴチヅクの彫刻家にとって，彫刻は，
有限杜ものが永遠なものと出合う出合いの場であった。すでに・予定の紙数を
はるかに超遇してしまった。ここに例示したゴチヅク彫刻は，むろん九牛の一
毛にすぎない，一人の彫刻家の作品としても，百分の一にすぎない。ミスティ
ヅクの問題に関しても，論究すべき多くの事柄は，また他の機会に侯っことに
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したい。
　最後につげ加えたいことは，人問は過去において形づくってきた芸術，思想
宗教学間などを充分に正しく理解することなくしては，現在を創造的ならしめ
ることは不可能である。歴史の流れに発揮された無数の精神の作品と比べて自
己がどの位の力備を示し得るか，また，何ごとをなすべきか，考えるべきであ
って，それなくして，いたずらに，現代の克服を呼号するのは，空虚なあせ
りであり，まやかしにすぎぬ。学間や芸術は偽わることができない。それは常’
に永遠なものとの向い合っているからである。（昭和42年4月20日未完）。
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